
総取扱額

．
％
増
の

億
円
に

国
内
旅
行
は
．
％
増
加

５月 日
本
旅
行
国
内
仕
入
チ
ー
ム

担
当
部
長
に
就
任

岡
田
　
芳
彦
氏

お
か
だ

よ
し
ひ
こ

接
客
術
を
競
う
全
国
大
会

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

り
ん
く
う
タ
ウ
ン

泉
佐
野
市
域
限
定
　

通
訳
案
内
士
を
募
集

エ
ヴ
ァ
が
新
幹
線
に

Ｊ
Ｒ
西
、山
陽
全
線
開
通

周
年

ス
マ
ホ
で
購
入
、入
場

Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
電
子
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

業
績
予
想
を
上
方
修
正

Ｋ
Ｎ
Ｔ


Ｃ
Ｔ
Ｈ
Ｄ
　

純
利
益
は

億
円
に

「
ペ
ッ
ク
ス
約
款
」

個
別
申
請
可
能
に

初
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー

ソ
ラ
シ
ド
エ
ア

　
◎
…
全
国


箇
所
の
仕
入
販

売
セ
ン
タ
ー
を

統
括
す
る
担
当

部
長
と
し
て
、

こ
の
４
月
１
日

に
就
任
し
た
。
前
職
は
日
本
旅
行
グ
ル

ー
プ
が
運
営
す
る
ホ
テ
ル
ノ
ル
ド
小
樽

の
総
支
配
人
（
代
表
取
締
役
常
務
）
。

１
９
８
７
年
の
入
社
以
来
、
主
に
国
内

旅
行
商
品
「
赤
い
風
船
」
の
企
画
を
担

当
し
て
い
た
が
、
お
客
を
送
る
立
場
か

ら
送
ら
れ
る
立
場
へ
１
８
０
度
転
換
。

そ
し
て
宿
泊
施
設
へ
の
対
外
窓
口
と
い

う
立
場
に
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
は
日
本

旅
行
の
み
な
ら
ず
旅
行
業
界
全
体
で
も

異
色
と
い
う
。
「
普
段
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
皆
さ
ま
が
ど
の
よ
う
な
ご
苦
労
を

さ
れ
て
い
る
の
か
、
骨
身
に
し
み
て
分

か
っ
て
い
る
つ
も
り
だ
。
い
ろ
い
ろ
な

会
合
に
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
皆
さ

ま
の
地
域
を
売
ろ
う
と
す
る
熱
意
を
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

に
応
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
自
分

も
苦
労
を
し
た
経
験
が
、
宿
泊
施
設
の

皆
さ
ま
の
何
ら
か
の
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
い
だ
」
。

　
◎
…
入
社
当

時
は
バ
ブ
ル
景

気
の
直
前
。
旅

行
業
界
も
活
気

づ
い
て
い
た
。

「
企
画
担
当
者
の
ア
イ
デ
ア
次
第
で
商

品
が
爆
発
的
に
売
れ
て
い
く
。
そ
れ
が

面
白
か
っ
た
」
。
手
掛
け
た
一
つ
が
航

空
会
社
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
商
品
。
ツ
ア

ー
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
搭
乗
券
が
付
く
商
品

は
航
空
マ
ニ
ア
な
ど
に
受
け
、
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
立
場
が
変

わ
っ
た
ホ
テ
ル
時
代

は
勤
務
し
て
３
日
後

に
東
日
本
大
震
災
に

見
舞
わ
れ
る
。
「
小

樽
運
河
に
全
く
人
が

い
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
非
常
事
態
。
客

足
は
夏
ま
で
に
回
復
し
た
が
、
「
こ
れ

か
ら
ど
う
、
こ
の
ホ
テ
ル
を
運
営
し
て

い
け
ば
い
い
か
、
本
当
に
悩
ん
だ
」。

〝
波
乱
万
丈
〟の

年
間
だ
。

　
◎
…
東
京
都
内
に
両
親
と
奥
さ
ん
、

２
人
の
娘
さ
ん
と
６
人
暮
ら
し
。
「
新

し
い
仕
事
を
覚
え
る
の
に
精
い
っ
ぱ
い

で
、休
日
に
何
か
を
す
る
余
裕
も
な
い
。

趣
味
は
仕
事
に
し
て
お
い
て（
笑
い
）」。

同
僚
に
よ
る
と
、
国
内
の
観
光
地
に
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
出
没
す
る
と
い
う
か

ら
、
顔
は
覚
え
て
お
い
た
方
が
よ
さ
そ

う
だ
。

　
【
森
田
淳
】
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優
勝
し
た
井
上
さ
ん

　
大
阪
府
の
り
ん
く
う
タ
ウ

ン
・
泉
佐
野
市
域
限
定
通
訳

案
内
士
養
成
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
て
い
る
。
開
催
日

は
８
月

日
～

月

日
の

土
、
日
曜
日
。
開
催
場
所
は

エ
ブ
ノ
泉
の
森
ホ
ー
ル
。
受

講
料
は
７
千
円
、
教
材
費
５

千
円
（
税
込
み
）
。

　
申
し
込
み
期
間
は
８
月


日
の
営
業
時
間
（
平
日
午
前


時
～
午
後
５
時
）
。
総
合

特
区
域
を
持
つ
自
治
体
が
開

催
す
る
研
修
を
修
了
し
た
人

が
そ
の
区
域
内
で
報
酬
を
得

て
通
訳
案
内
士
の
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
特
区
通
訳

案
内
士
の
養
成
研
修
。

　
語
学
は
英
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
の
中
か
ら
一
つ
を
選

択
。
受
講
に
あ
た
り
、
日
常

会
話
な
ど
基
礎
的
語
学
力
が

必
要
と
な
る
（
英
語
は
Ｔ
Ｏ

Ｅ
Ｉ
Ｃ
７
３
０
点
以
上
、
中

国
語
は
中
国
語
検
定
２
級
以

上
、
韓
国
語
は
ハ
ン
グ
ル
検

定
２
級
以
上
、
外
国
語
ネ
イ

テ
ィ
ブ
者
は
日
本
語
能
力
検

定
２
級
以
上
）
。
共
通
科
目

は
、泉
佐
野
市
域
内
の
地
理
、

産
業
、歴
史
、文
化
、観
光
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
ガ
イ
ド

ス
キ
ル
、
旅
程
管
理
、
実
地

研
修
な
ど
。

　
資
格
要
件
は
、
日
本
の
在

留
資
格
を
有
す
る
外
国
人
、

日
本
人
で
、
訪
日
外
国
人
へ

の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
ガ
イ

ド
業
務
に
関
心
が
あ
り
基
礎

的
語
学
力
が
あ
る
人
。
も
し

く
は
通
訳
案
内
士
を
目
指
し

て
い
る
人
、
観
光
産
業
関
連

に
従
事
し
て
い
る
人
。
各
研

修
出
席
や
口
述
試
験
で
一
定

基
準
以
上
達
し
た
と
判
断
さ

れ
る
と
研
修
修
了
書
が
発
行

さ
れ
る
。
市
へ
申
請
し
て
登

録
を
受
け
る
と
有
償
で
り
ん

く
う
タ
ウ
ン
・
泉
佐
野
市
域

限
定
通
訳
案
内
士
と
な
る
。

　
応
募
定
員
は

～

人
程

度
。
予
定
人
数
を
超
え
た
場

合
は
抽
選
と
な
る
。
問
い
合

わ
せ
は
、
特
例
通
訳
案
内
士

養
成
講
座
事
務
局
（
ツ
ー
リ

ス
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ツ
内
）
☎

０
６
（
６
６
３
０
）
４
４
６

７
ま
で
。

500 TYPE EVAのイメージ

Ｐ
ａ
ｓ
ｓ
Ｍ
ｅ
！
の
ト
ッ
プ
画
面

　
全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

（
全
個
協
、木
村
忠
義
会
長
、

３
万
６
千
会
員
）
は
７
月


日
、
東
京
都
港
区
の
品
川
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
「
マ
ス
タ

ー
事
業
者
コ
ン
テ
ス
ト
」
第

２
回
全
国
大
会
を
開
催
し

た
。
全
国
の
支
部
大
会
を
勝

ち
抜
い
た

人
が
、
日
ご
ろ

鍛
え
た
接
遇
、
接
客
マ
ナ
ー

の
技
術
を
競
い
合
い
、
日
本

一
の
マ
ス
タ
ー
事
業
者
を
決

め
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
は
マ
ス
タ
ー

ズ
制
度
の
周
知
と
、
個
人
タ

ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

狙
い
に
、
２
０
１
３
年
に
業

界
初
の
試
み
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
全
個
協
が
１
９
９

８
年
か
ら
自
主
的
に
行
っ
て

い
る
優
良
個
人
タ
ク
シ
ー
事

業
者
認
定
制
（
マ
ス
タ
ー
制

度
）
で
、
厳
し
い
基
準
を
満

た
し
た
事
業
者
だ
け
が
マ
ス

タ
ー
事
業
者
と
し
て
認
定
さ

れ
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
競
技
は
乗
車
時
、
降
車
時

の
接
客
技
能
の
ほ
か
、
笑
顔

や
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
で
の
会

話
、
定
形
外
の
質
問
へ
の
対

応
な
ど

項
目
が
審
査
さ
れ

た
。

　
審
査
員
は
お
も
て
な
し
や

接
客
な
ど
に
日
ご
ろ
か
ら
関

わ
る
有
識
者
審
査
員
と
全
個

協
の
木
村
会
長
を
は
じ
め
と

す
る
５
人
の
副
会
長
に
よ
る

技
能
審
査
員
で
構
成
さ
れ
、

各
者
の
総
合
評
価
で
順
位
が

決
め
ら
れ
た
。

　
優
勝
し
た
の
は
関
東
支
部

の
東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協

同
組
合
の
井
上
賢
太
郎
さ

ん
。
「
今
後
は
若
い
人
た
ち

に
お
も
て
な
し
の
技
術
を
伝

え
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を

語
っ
た
。

　
木
村
会
長
は
「
第
１
回
大

会
よ
り
も
成
熟
度
が
増
し

た
。
笑
顔
の
人
ほ
ど
高
得
点

を
得
た
の
で
こ
れ
か

ら
も
笑
顔
を
忘
れ
ず

業
務
に
あ
た
っ
て
ほ

し
い
。
出
場
者
は
地

元
に
帰
っ
た
ら
後
輩

の
指
導
に
あ
た
っ
て

ほ
し
い
」
と
総
評
を

述
べ
た
。

　
有
識
者
審
査
員

は
、
国
土
交
通
省
自

動
車
局
旅
客
課
の
佐

々
木
博
康
調
整
官
、

マ
ス
タ
ー
認
定
委
員

会
の
舩
山
博
之
委
員
、
小
学

館
総
務
局
の
江
間
修
シ
ニ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
東
京
交
通

新
聞
社
の
二
村
博
三
会
長
、

全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

連
合
会
の
井
出
信
男
常
務
理

事
、
高
見
人
事
部
の
渡
邊
弘

子
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ト
レ
ー

ナ
ー
、
東
急
ス
テ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
木
下
徳
治
統
括
支
配

人
、
観
光
経
済
新
聞
社
の
遠

藤
真
澄
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は
、
「
募
集
型
ペ
ッ

ク
ス
約
款
」
（
通
称
）
が
個

別
申
請
に
よ
り
認
可
さ
れ
る

と
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。
旅

行
会
社
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｘ
運
賃
や

Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
運
賃
の
取
消
料
な

ど
が
標
準
旅
行
業
約
款
の
取

消
料
額
を
超
え
た
場
合
、
そ

の
差
額
を
負
担
し
て
い
た

が
、
全
額
を
収
受
で
き
る
。

　
行
政
庁（
地
方
運
輸
局
、各

都
道
府
県
）
の
受
け
付
け
開

始
は
８
月
１
日
以
降
。
個
別

認
可
約
款
の
適
用
開
始
は


月
１
日
以
降
に
締
結
す
る
企

画
旅
行
契
約
か
ら
。

　
旅
行
会
社
に
と
っ
て
は
、

取
消
料
な
ど
の
負
担
を
解
消

す
る
ほ
か
、
「
と
り
あ
え
ず

予
約
」
や
「
多
重
予
約
」
を

け
ん
制
す
る
効
果
も
あ
る
。

　
ス
カ
イ
ネ
ッ
ト
ア
ジ
ア
航

空
が
運
営
す
る
ソ
ラ
シ
ド
エ

ア
は
７
月

日
、
初
め
て
国

際
線
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
実
施

す
る
と
発
表
し
た
。
宮
崎
交

通
が
用
機
者
と
し
て
旅
行
商

品
を
企
画
し
、

月

、


日
の
２
日
間
、
宮
崎
―
台
湾

・
高
雄
間
を
２
往
復
４
便
運

航
す
る
。

　
台
湾
の
Ｇ
Ｓ
Ａ
（
販
売
総

代
理
店
）
と
業
務
委
託
契
約

も
行
い
、
台
湾
・
高
雄
か
ら

宮
崎
へ
の
集
客
を
図
り
、
さ

ら
な
る
地
域
活
性
や
旅
行
需

要
の
促
進
に
つ
な
げ
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
７
月

日
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
の
電
子

チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
「
Ｐ
ａ

ｓ
ｓ
Ｍ
ｅ
！
」（
パ
ス
ミ
ー
）

の
運
用
を
開
始
し
た
。
モ
バ

イ
ル
利
用
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま

る
な
か
、
ス
マ
ホ
だ
け
で
レ

ジ
ャ
ー
施
設
や
観
光
施
設
、

飲
食
店
な
ど
の
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
で
き
、入
場
も
可
能
だ
。

　
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
施
設
や
、

水
族
館
・
美
術
館
・
動
物
園

な
ど
の
文
化
施
設
、
飲
食
店

な
ど
約
５
０
０
種
類
の
チ
ケ

ッ
ト
を
用
意
し
た
。
決
済
方

法
に
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
に
加
え
て
、
「
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｌ
」
（
ペ
イ
パ
ル
、
本

社
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
と
提
携

し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

入
力
す
る
だ
け
の
ペ
イ
パ
ル

決
済
を
導
入
。
ス
マ
ホ
の
小

さ
な
画
面
で
の

入
力
作
業
の
わ

ず
ら
わ
し
さ
を

軽
減
す
る
。

　
施
設
へ
の
入

場
時
に
は
購
入

者
が
チ
ケ
ッ
ト

を
表
示
し
た
ス

マ
ホ
を
提
示
。
施
設
の
係
員

が
そ
の
画
面
に
電
子
ス
タ
ン

プ
を
専
用
器
具
で
押
す
と
受

け
付
け
が
完
了
す
る
。

　
加
盟
店
は
導
入
コ
ス
ト
が

か
か
ら
ず
、
支
払
い
は
手
数

料
の
み
。
施
設
内
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
情
報
を
発
信
で
き
、

利
用
者
デ
ー
タ
も
入
手
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
鈴
木
雅
己
グ
ル

ー
プ
本
社
執
行
役
員
事
業
創

造
部
長
は
「
き
わ
め
て
日
常

に
近
い
週
末
や
休
日
の
お
出

か
け
を
中
心
と
す
る
レ
ジ
ャ

ー
市
場
の
取
り
組
み
が
遅
れ

た
。
特
に
オ
ン
ラ
イ
ン
販
売

へ
の
移
行
が
課
題
」と
話
す
。

レ
ジ
ャ
ー
市
場
で
は
初
と
な

る
電
子
ス
タ
ン
プ
を
活
用
し

た
電
子
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

の
全
国
展
開
に
よ
り
、
「
２

０
１
９
年
度
ま
で
に
商
品
数

１
万
５
千
、
取
扱
額

億
円

を
目
指
す
」
と
発
表
し
た
。

　
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
は
７
月

日
、
今

年
２
月
に
発
表
し
た
２
０
１

５
年

月
期
（
２
０
１
５
年

１
月
１
日
～

月

日
）
の

第
２
四
半
期
累
計
期
間
と
通

期
の
連
結
業
績
予
想
を
修
正

し
た
。
売
上
高
を
下
方
修
正

し
た
が
、
営
業
利
益
、
経
常

利
益
、
純
利
益
と
も
に
上
方

修
正
し
た
。
当
期
純
利
益
は

９
億
円
増
の

億
円
に
上
方

修
正
し
た
。

　
第
２
四
半
期
間
は
個
人
旅

行
事
業
の
海
外
旅
行
が
円
安

や
テ
ロ
の
脅
威
な
ど
の
影
響

に
よ
り
低
調
。
団
体
旅
行
事

業
で
は
国
際
旅
行
は
増
収
と

な
っ
た
が
、
国
内
団
体
旅
行

が
低
調
に
推
移
し
た
結
果
、

売
上
高
は
当
初
予
想
を
下
回

り
１
１
４
億
円
減
の
１
９
２

６
億
円
に
下
方
修
正
し
た
。

　
一
方
、
売
上
総
利
益
率
の

改
善
と
諸
経
費
の
削
減
に
努

め
た
結
果
、
営
業
利
益
は


億
５
千
万
円
の
赤
字
か
ら
１

億
８
千
万
円
の
黒
字
に
修

正
。
経
常
利
益
は

億
６
千

万
円
の
赤
字
か
ら
３
億
５
千

万
円
の
黒
字
に
、
純
利
益
は


億
円
の
赤
字
を
２
億
５
千

万
円
に
修
正
し
た
。

　
通
期
に
つ
い
て
は
売
上
高

を
１
１
５
億
円
減
の
４
３
６

０
億
円
に
修
正
。
営
業
利
益

は
８
億
円
増
の

億
円
、
経

常
利
益
は
８
億
円
増
の

億

円
、
純
利
益
は
９
億
円
増
の


億
円
に
上
方
修
正
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
こ
の
ほ

ど
、「
新
幹
線
　
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ

リ
オ
ン
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
発
表
し

た
。
今
年
の
山
陽
新
幹
線
全

線
開
業

周
年
、
人
気
ア
ニ

メ
の「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」

の
テ
レ
ビ
放
送
開
始

周
年

を
記
念
し
て
行
わ
れ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
併
せ

て
、
同
ア
ニ
メ
の
監
督
で
あ

る
庵
野
秀
明
氏
の
監
修
で
、

同
ア
ニ
メ
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
山
下
い
く
と
氏

が
車
両
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
す

る
「
５
０
０
　
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
　

Ｅ
Ｖ
Ａ
」
車
両
を
山
陽
新
幹

線
で
運
転
。
５
０
０
系
新
幹

線
車
両
に
「
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ

オ
ン
初
号
機
」
デ
ザ
イ
ン
が

施
さ
れ
る
。
車
内
で
は
乗
車

中
に
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
の

世
界
観
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ

ン
テ
ン
ツ
が
用
意
さ
れ
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
は
、

２
０
１
５
年
秋
か
ら

年
３

月
ま
で
。
山
陽
新
幹
線
５
０

０
　
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
　
Ｅ
Ｖ
Ａ
は

期
間
中
、
博
多
～
新
大
阪
駅

間
の
こ
だ
ま
７
３
０
号
と
７

４
１
号
で
運
転
さ
れ
る
。
　

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
は

記
念
旅
行
商
品
や
記
念
グ
ッ

ズ
の
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
予
定
し
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
サ
イ
ト
も
開
設
さ
れ
、

順
次
情
報
を
更
新
。
同
社
の

Ｊ

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
ネ
ッ
ト
会
員

向
け
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
ム
ー

ビ
ー
や
壁
紙
な
ど
、
限
定
コ

ン
テ
ン
ツ
も
提
供
さ
れ
る
。

　
観
光
庁
が
７
月

日
に
発

表
し
た
５
月
の
主
要
旅
行
業


社
の
取
り
扱

い
状
況（
速
報
）

は
、
総
取
扱
額

が
５
４
２
０
億

９
７
０
２
万
円

で
前
年
同
月
比

３
・
５
％
増
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
８
・

６
％
増
の
３
７
１
７
億
５
８

８
９
万
円
、
海
外
旅
行
が
９

・
２
％
減
の
１
５
５
２
億
６

５
９
２
万
円
、
外
国
人
旅
行

が

・
４
％
増
の
１
５
０
億

７
２
２
１
万
円
だ
っ
た
。

　
旅
行
会
社
か
ら
の
聞
き
取

り
で
は
、
国
内
旅
行
は
関
西

方
面
と
北
陸
方
面
が
引
き
続

き
好
調
。
海
外
旅
行
は
欧
州

方
面
の
落
ち
込
み
が
影
響
し

低
調
。外
国
人
旅
行
は
依
然
、

東
ア
ジ
ア
と
ビ
ザ
要
件
の
緩

和
が
あ
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
の
訪
日
旅
行
が
好
調
に
推

移
し
て
い
る
。

　
取
り
扱
い
の
合
計
が
前
年

同
月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
。
国
内
旅
行
は

社
中


社
。
海
外
旅
行
は

社
中

９
社
。
外
国
人
旅
行
は

社

中

社
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
、
前
年
同
期
比
１
・

６
％
増
の
１
３
２
２
億
４
２

０
２
万
円
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
９
・

１
％
増
の
８
２
４
億
９
７
５

９
万
円
、
海
外
旅
行
が
９
・

３
％
減
の
４
９
１
億
４
４
１

５
万
円
、
外
国
人
旅
行
が


・
９
％
増
の
６
億

万
円
だ

っ
た
。

　
募
集
型
企
画

旅
行
の
取
扱
人

数
は
、
０
・
６

％
増
の
３
０
１

万
６
８
９
９

人
。
国
内
旅
行
が
１
・
１
％

増
の
２
７
５
万
５
０
９
２

人
、
海
外
旅
行
は
９
・
６
％

減
の

万
５
８
７
１
人
、
外

国
人
旅
行
は

・
４
％
増
の

３
万
５
９
３
６
人
だ
っ
た
。


